






（前月号からの続き）
7．ツイストペアケーブルについて
　信号線は4対のツイストペア線になっています。
こうすることでツイストペア線1本あたりの信号
負荷を1/4の低減し、高速信号を送ることが可能
になっています。また、送信されるデータには誤
り訂正符号が付加されています。通信速度が低速
であった時代には、信号1ビットを（1は10、0は
01という具合に）2ビットにして送るようになっ
ていました。ですから、送信効率は1/2になって
いたわけです。
　100Mbpsの高速で送るようになると、伝送効率
を上げるために、この訂正信号を4ビットごとに
1つ入れる方式が開発されて、データ量は1.25倍で
済むようになり、送信効率は0.8に向上しました。
　1000Mbpsの伝送では8ビットごとに訂正信号を
1つ入れるようになっています。それと同時に4本
のツイストケーブルすべてを信号線として活用す
ることで、信号線1つ当たりの伝送速度を
250Mbps（62.5GHz）に抑えています。ちなみに、
100Base-Tまでのケーブル線は4対の信号線が入っ
ていましたが、使用されていたのは2対の信号線
だけでした。
　10Gbpsではさらに訂正信号の数を減らす技術が
採用されると同時に、ノイズ対策を行ったケーブ
ル望ましくはCAT6aやCAT7のケーブルを使用す
ることになります。
　ツイストペア線の捻りピッチは4本とも変えて
あります。こうすることで、ペア線間のクロスト
ーク（信号漏洩）対策を行っています。
　ケーブルの長さは100ｍが想定されています。
40Gbps用のケーブルになると銅線ケーブルでは
10ｍ以下に抑える必要があります。より長い距離
の接続が必要な場合は、光ケーブル接続の世界に
入っていくようになります。
　先日新聞記事（日経）
で光ケーブルの通信
量が増加し続けてい
て、10年程度で限界
になるため、光ケー
ブル内に通信線を複
数本入れる技術の開

発が進みつつあるということでした。
現状の光ファイバーは1本あたり毎秒百兆ビット
（100Tbps：銅線ケーブルの10,000倍です）が限
界で、05年は毎秒1兆ビットでしたが、現在は数
十兆ビットに増加していて、この10年で限界を超
えることが予測されています。光ファイバーの太
さは0.125mmしかないのですが、ここに4本の信号
線（コア）を入れる技術開発、実証実験が現在進
められています。なお、イギリスの研究者らによ
って40kmの距離で178Tbpsの世界記録が昨年8月
に出たということです。
　有線LANでは通信の安定性が確保されますが、
通信速度を担保するためには回線終端装置、ルー
ター、ハブの交換、LANケーブルの交換が必要に
なり、回線速度は速くなるほど通信環境の整備に
コストがかかるようになります。
8．プロバイダについて
　ネットの通信速度測定サイトで、接続業者別の
ランキングが出ています。大手のNTTに比較して、
規模がやや小さい業者で速度が出やすいようです。
大阪ではNURO光やeo光、UCOM光レジデンスが
上位を占めているようです。このサイトでプロバ
イダ別の平均値が出ていれば、設備上の問題はな
いと考えて差し支えないでしょう。もし相当遅い
値しか出ていなければ、設備やケーブルを確認し
たほうが良いと思います。
9．無線LANルーターの規格と最大通信速度
　無線LAN用のルーターとして11ac対応の製品が
出回っています。少し古い無線ルーターでは
11a,b,g,n対応製品を利用しているかもしれません
が、表にあるように通信速度は11nでも最大
450Mbpsなので、光回線を引いていても1Gbpsの
実力は出ないことがわかります。11ac対応製品は
比較的安価なので、通信速度に不満をお持ちの場
合などは買い替えを検討してはいかがでしょうか。
10．無線LANの通信規格
　無線LANの通信規格はIEEE802という国際的な
標準規格で定められています。表にある11axは規
格番号IEEE802.11axに当たります。次表には通信
速度の速いものから記載しています。最近では規
格番号でなくWiFi番号で呼ぶことが多くなってい
ます。ちなみに11axはWiFi6の事になります。
　現在市販されているノートパソコンやタブレッ
トなどはほとんどが11ac（WiFi5）対応になってい
ます。ただし、仕様上の最大通信速度は1733Mbps
になっています。WiFi番号はWiFi4以降の規格に
つけられ、それ以前の規格に対しては番号が振ら
れていません。
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表7　無線LANの規格

　最大通信速度は規格として定義されていますが、
たとえばWiFi5対応製品であっても通信速度は現
時点では最大で1.733Mbps以下のものが多い。
　使用周波数帯はほとんどが2.4GHzまたは5GHz
になっています。2.4GHzでは周波数が比較的低い
ので、障害物に強く通信できる範囲が広いのです
が、電子レンジをはじめ、Bluetooth、WiFiルー
タ、電話機などの電波と干渉しやすい欠点があり
ます。また、電波が近隣に漏洩しやすいため、セ
キュリティーには万全の対策が必要です。

表8　使用周波数帯の特徴

　5GHz帯は他の設備であまり利用されていないた
め、電波障害が起きにくく、電波の漏洩も2.4GHz
に比較すると少なくなります。欠点としては壁や
天井などの障害物に弱く、他の部屋や階の違う場
所では接続が安定しなかったり、接続できなかっ
たりします。このため、電波の中継器を設置して
対応することが良く行われています。
11．メッシュWiFiについて
　最近メッシュWiFiが話題になっています。メッ
シュWiFiは長年にわたって安全なネットワークが
重要とされる企業や軍事基地等の領域でのみ使用
されてきました。しかし2018年ごろから日本でも
一般市場への参入が進み、家庭でも安全で高速か
つ広範囲なwifiを利用できるようになりました。
現在では、いろいろなメーカーからメッシュWiFi
対応製品が販売されています。
　前項にも記述しましたが、無線LANは電波障害
によって接続が不安定になりやすく、WiFi中継器
を設置してカバーするのが一般的でした。この中
継器の代わりにメッシュWiFiのサテライト器を設

2.4GHz

5GHz

60GHz

周波数帯 利点 欠点

同じ周波数帯を利用
する機器が多いため、
接続が不安定になり
やすく、通信速度も
低下しやすい。
近隣の住居にも電波
が届きやすい。

壁や天井などの
障害物に強いた
め、離れた部屋
でも通信が可能

壁や天井などの障害
物 に 弱 い た め 、
2.4GHzよりも通信
距離が短い。

無線LAN専用
の周波数帯であ
り、近隣住居や、
家電製品の電波
干渉を受けにく
いため、接続状
況が安定し、通
信速度の向上が
見込める。

5GHzよりも障害物
に弱い。通信距離は
10ｍ。同じ部屋内で
の使用がおすすめ。
11adは11axが実用
化されつつある現在
では劣勢を否めない。

あまり利用され
ない周波数帯の
ため、電波干渉
を受けにくい。

11ax

規格 WiFi番号 周波数帯最大通信速度
（単位はMbps）

11ax 9600/4804/2402 2.4GHz/
5GHz

11ad 
（WiGig）

11ax 6800 60GHz

11ac WiFi5 6900/1733/1300/
867/433

5GHz

11n WiFi4 450/300/150 2.4GHz/
5GHz

11g 54 2.4GHz

11a 54 5GHz

11b 11 2.4GHz

11 2 2.4GHz
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